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目 的

○ インターンシップの教育的効果をより高めるために
は、「正規の教育課程としてのインターンシップ」
に必要な要素に挙げる内容を大学等が実践すること
が重要

○ 当該要素を満たしたインターンシップについては、
大学等から任意で届出を受け付け、その内容を公表
する

① 就業体験を伴うものであること

② 大学等において、正規の教育課程の中に明確
に位置付けられた授業科目であること（大学
設置基準等に基づく単位認定がなされていること）

③ 実習の事前に学生・企業双方との目標設定や
目的のすり合わせを行うことや、実習期間中
にモニタリングを行うこと、事後に振り返り
を行うことなどを含めて適切な学生指導の時
間が設けられていること

④ 実施後の教育的効果を測定する仕組みが整備
されている
こと

⑤ 原則として実習期間が５日間以上のプログラ
ムであること

⑥ 大学等と企業が協働して行う取組であること

「正規の教育課程としてのインターンシップ」
に必要な要素

「インターンシップの更なる推進に向けて 議論の取りまとめ」（平成29年6月）より

インターンシップの
裾野を広げる

公表することにより、大学等や企業
ともに教育的効果の高いインター
シップを実施していることを社会に
向けて広く発信・アピールすること
ができる

加えて、現在、正規の教育課程とし
てのインターシップの実施が進んで
いない大学等や企業等に対する波及
効果も期待

※ なお、本届出制度により公表されたインターンシップの中から、学生の能力伸長に寄与するなどの高い教育的効果を発揮しており、他の大学等や企業に普及するの
に相応しいモデルとなり得るものを、グッドプラクティスとして表彰する制度を創設する予定。 1



学生や学問分野に応じた多様なインターンシッププログラム

教育的効果の高いインターンシップの
推進

「インターンシップの更なる充実に向けて」（平成29年6月）が目指すもの

大学の組織的な関与が不可欠

インターンシップは大学教育の特色を生み出すものであり、
今後一層、大学・大学教育改革の中心にインターンシップを据えていく動き

文系・理系を問わず、様々な科目の中でのインターンシップの重要性が益々増大

届出制度

表彰制度

教育的効果の高いインターン
シップの要件を文科省として
示すことで、プログラムの質
を保証を図る

大学を通して届け出ることに
より、大学の組織的な関与を
促す仕組みとすることも考え
られる

最低限の質を確保した上
で、広く社会に公表する
ことで、多様な取組を
促進

質の確保・充実 量の拡大

他の大学等に普及すべき特色を持った取組を表彰することで、
多様化を一層加速する

中心的な教職員にスポットを当てることにより、学内での積極
的な評価・理解を促すことも期待できる

質の確保・充実を図りつつ、量的拡大を目指すためには、教育効的果の高いインターン
シップの企画・実施・運営等について専門的な知見を持った人材が不可欠

教育的効果の高い
インターンシップ
に取組む大学・
企業としてイメー
ジアップ

インターンシップ
に消極的だった
大学・企業に対し
て、取組実施を考
えるきっかけとな
ることを期待

専門人材
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【参考】インターンシップ関連施策（イメージ）


